
Gray

Blue

White

Black

Main

Box

（非強調）

矢印、線等

表（縦軸）
BOX標準

文字通常

Orange

Accent

Yellow

文字強調
BOX強調

BOX
（やや強調）

2026年３月15日
東川町

旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定状況
東町２丁目町内会説明資料
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東町２丁目町内会説明会の開催について

1

町民と行政が一体となり連携し、活力と潤いのある町の未来を築き上げていくことの重要性を共有し、町民参加による町民主体の町民福祉向上のまちづく
りの推進するため、行政懇談会（タウンミーティング）の開催など、対話と参加を重視したまちづくりを積極的に推進してきました。

現在、旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定に向け、懇談会を開催し検討を進めていますが、町民と行政がお互いの立場を尊重し、共に知恵を
出し合うことにより、町民が主役のまちづくりを進めていくための貴重な機会として、現在の進捗状況について説明会を開催させていただき、直接ご意見等をう
かがいたいと考えています。

開会

（１）自己紹介

（２）基本構想策定の進捗状況説明

（３）ご意見・ご提言

（４）あいさつ

閉会

<本日の流れ>
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1-3. 懇談会の開催経過

• 現在、第4回懇談会まで終え、更に対話と参加を鑑みながら、７回目までに基本構想をまとめることを見込んでいる。

懇談会スケジュール（案）

• 検討の前提として、駅跡再開発のねらいや懇談会の役割・ゴールについて共通認識を醸成する。
• 有識者からの提言内容を確認した上で、まちづくりの課題（協働で取り組み解決すること）や自分たちの課題（自
分たちが主導して解決すべきこと）について、ワークショップ形式での議論を行った。

第1回
（済）

• 農・商・観光・木工・教育・住民等の各分野で、自らの取組における課題を共有する。また、本プロジェクトや織田コ
レクションをはじめとする町の資源の活用により、それらがどのように解決できるか検討する。

• ワークショップ形式での議論を行った。

第2回
（済）

• タウンミーティングの結果等も踏まえながら、各団体が抱える問題に対して、本プロジェクト／織田コレクションなどの町
の資源を活用してどのように解決できるか、ワークショップ形式での議論を行った。

• また、基礎調査で示した「基本理念」「本計画に求められる場の役割」の検証を行った。

第3回
（済）

• 第３回までに検討した内容を踏まえ、成果・効果の観点からねらい、基本理念、機能を整理した。
• 5回目以降の議論の活性化に向け、空間イメージ形成に向けたワークショップを行った。

第4回
（済）

• 概算事業費、整備・運営手法イメージ等を含む構想原案に対する意見聴取と、今後のスケジュールを共有する。第6回

• 第4回までに検討した内容、プラン説明会、視察等の結果を踏まえ、旧東川駅跡に必須の機能と、町全体に分散
すべき機能を検証する。また、運営イメージ等について検討する。

• ワークショップ形式での議論を想定する。
第5回

• 議会説明、パブリックコメントなどを経て、最終的にまとめた構想案を提示し、最終確認を行う。第7回

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度
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２-3．エリア活用の方針（案）※現段階での町の考えを示したものであり、今後懇談会で検討を進めるものとします。

項目 内容

プロジェクトの
方向性

赤レンガ倉庫などを活用するほか、既存の公共施設なども活用し
「町全体がデザインミュージアム」とのコンセプト

機能・サービス
織田コレクション展示・収蔵庫、町民の多目的スペース、インフォ
メーション、ショップ、カフェ、路面電車、KAGUコンペ作品はじめ隈
研吾氏と関連した建築アーカイブの展示、収蔵

既存建物の
活用範囲

レンガ造、石造等、一定の歴史価値を有すると思われる倉庫およ
びプラットフォームは原則として残す。既存倉庫で賄えないエリアに
必要な機能については、建物を新築により整備をしていく。

プラットホーム・記念碑等をモニュメントとして活用

７号・16号倉庫横の道路は、通行止めして面整備を行うことを想定

北4条道路の交通制限の要否を検討

ミュージアムエリア
地域で培ってきた生活文化と織田コレクションの
融合によりこれからの暮らしを創出する機能を

配置するエリア

人づくり（文化）に
資する機能

エリア活用の方針（案）

項目 趣旨 ※【】は関連する新まちづくり計画2024の基本目標

人づくり（文化）に

資する機能

町の文化的資源に触れる機会の創出により、人づくりを行う
機能【基本目標１】

人づくり（学び）に資
する機能

文化にとどまらない幅広い学びの機会を多世代に提供するこ
とにより、人づくりを行う機能【基本目標１】

地域経済の内発的発
展に資する機能

町の既存産業の振興や、新たな製品・産業の創発に資する
活動の拠点となる機能【基本目標３】

コミュニティづくりに

資する機能

新たな交流の創出や、地域コミュニティの活性化に寄与する
活動の拠点となる機能【基本目標５】

導入機能）

人づくり（学び）に
資する機能

地域経済の内発的
発展に資する機能

コミュニティづくりに
資する機能

赤レンガ倉庫
約300㎡

石積倉庫
約200㎡

赤レンガ倉庫
約580㎡

18号倉庫 車庫 16号倉庫 14号倉庫 38号倉庫

31号倉庫

パブリックアクティビティエリア
地域内の学び合い、国内外の産官学等との交流に
より新たな生活価値・経済価値を創出する機能を

配置するエリア
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3-1. ねらい、基本理念

• 第４回懇談会までの意見を踏まえ、以下のとおり本事業のねらい、基本理念を設定しました。

東川の歴史・文化・人の魅力に触れ、新たな地域価値を創発する場所

過去には様々なひとやものが行き交い中心地であった旧東川駅跡を、地域で育まれた産業や文化によって醸成された暮らしとその魅
力や、その源流にある歴史を学び、体験し、発信できる「プラットフォーム」として再生する。

これからの真の豊かな社会のあり方を、共に考え、共に悩み、共に創ることを通じ、地域が直面する課題を解決し、これからの新たな暮
らしや持続可能な地域社会のあり方を協働する「にぎわいと文化が交わり成長するプラットフォーム」を目指す。

基本理念

ねらい

1. 多様な人が地域で行われるさまざまな活動に参加し、相互に交流することで、新たな人の流れやつながり、社会的価値・経済的
価値の循環を生み出す機会を創出する場であること

2. 東川町の産業の魅力を誰でも学び、体験し、発信できる場であること

3. 東川町から丁寧で豊かな暮らしや、それらを形づくる歴史や文化について学び、体験できる場であること

4. 環境や街並みとの調和や、周辺施設との連動の中で、町の魅力を深く理解し、町外の人に教えたくなる場であること

5. 東川町と世界を接続する、すなわち世界の人が東川について知り、東川の人が世界について知るきっかけとなる場であること
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3-2. 導入機能

• 懇談会で寄せられたご意見を踏まえ、具体的な導入機能を整理しました。

導入機能

項目 コンテンツ

１．

人づくり（文化）に

資する機能

① 東川の生活文化の源流である歴史を知ることができる展示機能

② 北欧の生活文化を収集した織田コレクションの保存・展示公開・研究普及する機能

③ 町が所有する文化財等の展示機能

④ カフェ、グッズ販売等の文化交流を促進する機能

２．

人づくり（学び）に

資する機能

① 町民の多様な活動・学び合い・自己啓発を支援するための機能

② 東川高校、東川国際文化福祉専門学校、日本語学校、公設塾、協定大学などとの地域連携活動やサテライト教室の機能、
団体等との連携による新しい学びの場づくり

③ 国内外の作家との交流、ワークショップなどを開催する機能

④ 東川町内で「働く」「暮らす」魅力の発信による若者等の移住とUターンの促進機能

３．

地域経済の内発的
発展に資する機能

① 地域の産業振興（起業や町内企業による新規事業開発を含む）を主導するプロモーション機能

② 家具・木工クラフトや農産物等、町内特産品の飲食、販売や情報発信のための機能（イートイン等、道草館を補完する機
能）

③ 織田コレクションを活用した家具・木工クラフト産業を振興する機能

④ 町内事業者とオフィシャルパートナー等の企業との協働を促進する機能（リビングラボ等）

４．

コミュニティづくりに

資する機能

① 自治振興会をはじめとするまちづくりにかかわる団体の活動支援の機能

② 屋内外でのイベント開催できる機能

③ 町民による集い、憩いの場としての機能
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3-３. 生活への影響と配慮

本プロジェクトの検討にあたり、東町２丁目の皆様の生活環境への影響については、最も重要な事項の一つとして位置づけております。本事業は現在「基
本構想段階」であり、具体的な設計や配置、運営方法はまだ決定しておりません。今後の基本計画・設計段階においては、地域の皆様のご意見を十分に
伺いながら、生活環境との調和を最優先に検討を進めることが必要であると考えています。

１．地域の分断防止と動線への配慮

当該地は町内会の中心に位置しており、羽衣公園横を境とした北地域・南地域の活動動線上にあります。整備により通路や交通形態に変更が生じる場
合には、地域が分断されることのないよう十分に配慮いたします。交通制限や動線変更等を検討する場合には、事前の情報共有、検討段階からの協議を
行い、地域活動に支障が生じないよう対応いたします。

２．資源ごみステーション
現在、当該地には資源ごみステーションが設置されており、地域の皆様の日常生活に欠かせない機能となっていることを認識しております。本事業の検討にあ
たっては、現在の利便性が損なわれないことを前提とし移設が必要となる場合には、地域の皆様と協議のうえ検討することを基本的な考え方といたします。

３．駅跡記念碑の維持管理

駅跡記念碑は地元有志により設置された歴史的価値の高い資産であると認識しております。現在は町内会の皆様が草刈り等を実施されている状況も踏ま
え、再整備にあたり記念碑の位置づけおよび維持管理の在り方についても検討いたします。事業と一体的な管理の可能性も含め、地域と協議しながら整理
してまいります。

４．交通への配慮
生活道路に通過交通が集中しない動線計画を基本とします。必要に応じた交通安全対策を講じ、日常の静かな生活環境を守ることを前提といたします。

５．駐車場の配置
住宅地への影響が最小となる配置を基本とし、規模についても必要最小限を原則とします。イベント時は分散運用も含め検討します。

６．歩行者安全
通学路や日常的な歩行動線は特に重要な視点として、安全性を確保する具体的な対策を設計段階で整理してまいります。

７．緩衝帯の整備
住宅地との境界部分については、樹木や植栽による緩衝帯の形成、視線や音の軽減、落ち着いた景観形成を基本的な考え方とし、施設と住宅地が穏や
かにつながる環境づくりに配慮を基本といたします。

8．夜間利用について
夜間の利用やイベントについては、地域の生活リズムとの調和を前提といたします。

最後に本プロジェクトは、地域の皆様の生活を守ることが大前提であります。今後の各段階においても説明と対話の機会を設けながら進めてまいります。
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検討プロセス
実施時期

令和7年度 令和8年度 令和9年度以降

基本構想策定

基本計画策定

基本設計

実施設計

建設・開業準備

供用開始 ★

3-4．今後のスケジュール（一般的な例）

• 事業スケジュールの見通しについて、一般的な例に置き換えて整理しました。今後の検討状況や採用する事業手法
により、スケジュールは異なる可能性があります。

• 次年度以降に本事業にかかわる条件をさらに詳細に検討し、基本計画として取りまとめます。その後基本計画で整理
した条件に基づき、設計・建設・開業準備を進めます。

• 整備は全体を一度に行うのではなく、段階的に実施する可能性もあります。

中長期的なスケジュール（一般的な例）

従来手法を想定したものと理解いた
しました。
一般的に基本計画→基本設計→
実施設計の順で着手するものと存じ
ます。また、基本計画策定完了後に
基本設計着手、基本設計完了後に
実施設計着手という流れになろうかと
存じます。
現在は基本構想の策定途上でスケ
ジュールの流動性も高いことを踏まえ
ますと、対外的な説明資料としてはこ
の程度の粒度が適当ではないでしょう
か。
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3-5. 旧東川駅跡周辺航空写真


	既定のセクション
	スライド 0
	スライド 1

	1. これまでの検討プロセス
	スライド 2: 1-3. 懇談会の開催経過

	2. 基本構想（骨子案）
	スライド 3: ２-3．エリア活用の方針（案）※現段階での町の考えを示したものであり、今後懇談会で検討を進めるものとします。
	スライド 4: 3-1. ねらい、基本理念
	スライド 5: 3-2.　導入機能
	スライド 6: 3-３.　生活への影響と配慮

	3. 今後の進め方
	スライド 7: 3-4．今後のスケジュール（一般的な例）
	スライド 8: 3-5. 旧東川駅跡周辺航空写真


